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三多摩食糧卸協同組合

今週の玄米入荷情報

長野 特Aコシヒカリ 佐久浅間

新潟 岩船コシヒカリ

富山 コシヒカリ

岩手 ひとめぼれ 前沢限定

岩手 あきたこまち

福島 会津コシヒカリ HG

福島 中通コシヒカリ

福島 中通ひとめぼれ

栃木 コシヒカリ 大田原

茨城 コシヒカリ

佐賀 夢しずく 唐津特栽

青森 まっしぐら

青森 青天の霹靂

栃木 あさひの夢

秋田 あきたこまち やまもと

新潟 コシヒカリ 黒川

山梨 コシヒカリ 棚田特栽

宮城 ササニシキ 登米特栽

新潟 新之助

発酵ぬかどこ
ぬか漬けは野菜の栄養素を高めることが分かっ
ています。
・植物性乳酸菌＝腸内の善玉菌を増やす
・ビタミンA＝免疫力の維持
・ビタミンB群＝糖質の代謝補助
・ビタミンE＝悪玉コレステロールの酸化防止
これから出てくる夏野菜は相性バツグン

乾燥椎茸や乾燥昆布なども美味しく食べられま
す。
チーズやゆで卵は今や定番に！？

特価期間：2018年4月1日～6月30日納品分まで

新元号が公表されますが、お米の表
示については産地の対応がまだはっ
きりして内容です。

その中で全農新潟県本部は、玄米
30kg紙袋の年産については「１年産」

と記すそうです。今年に関しては元号
を表記せず年産のみ、来年産以降は
新元号を伴って表記するとのことです。

以前消費者庁へ問い合わせをした時、
産年は「基本的に検査印の標記になら
うのが望ましい」という事でした。

精米年月日に関しては西暦を使用す
るところが多数派になっているという事
です。

鹿児島 種子島ではコシヒカリの田植えが始まっています
。気温がやや高めに推移したようですが例年通り
中旬からスタートです。

富 山 ３０年産は量販店に集中して出荷した富富富です
が、今年は生産量を拡大していく予定だそうです
。同時にてんたかくやてんこもりも増産方針を表
明しています。

福 井 いちほまれの生産量を昨年の３０００トンの３０％
増加で４０００トンを目指すことになったそうです。
生産者は過去３年間のコシヒカリ品質などを参考
に選出されるそうで、３０人増えて４１０人、８００
haになるということです。あきさかりの作付けも増

加させる一方でコシヒカリは減少傾向になりそう
です。

大人気の棚田特栽コシヒカリ。
八ヶ岳の麓で若い生産者が丹精
込めて作っています。
牧場と提携して堆肥を作って田
んぼに使っています。
毎年食味コンクールに出品した
りして、精力的に米作りに取り
組んでいます。
左のような画像もお使いいただ
けますので、お問合せ下さい。


